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日常生活と天文學
　Astronomy　and　Daily　Life．

W．F．マ4ヤ　Milliam　F．　Meyer．

　人間が，日常生活を調整する下めの，望遠鏡も，時計も，暦も有たなかった

時代を回顧して見る事は興味深く，i敷訓を與へられるものである．其の當時に

は何も確立した封策とてはなかった．夜ともなれば，道路を照らす月や星に頼

ったのである．今日の都市生汚の憂化はどうであらう1　明るV・月が大室にあ

るかないか知らぬ類の人間が，多数あるのも疑ぴない所である．先年，多くの

ロンドン鬼が最初に星を見たのは，市街がドイツのツ。，fペリン飛行船の明旦を

受けぬ様に燈火管制を實施した時だつたと言はれて居る．

　原始民族は肉眼で，圓天非，帥ち，青堀にはめ章めた様に見える二三千個の

星を認めた．：叉，星の申に，定著せすに，運動する様に見えた天艦を7個認め

た．帥ち，太陽，月及び水星，金星，火星，木星，土星の各遊星であった．入

間は7日．を1週間とする事を採用し，1日の第1時を支配した此世の神を記念

レて命名し，之らの7個の天堂を不朽のものにした．’ ｩPち，太陽の日をSun・

day，月の日をMonday，土星の日をSaturdayとした．其の他の日に就v・て

は，，アングロ・サクソン入は，ロマの神・セに等しV・と思はれるチュウトンの瀞々

を採用して，Wodenを水星に，　Thuesを火星に，　Thorを木星に，　Freiaを

金星とした．かうした臼を記すには，ラテン語かフランス語が最適である．

太　陽（Sun）

　月　（Moon）

火　星（Mars）

水星（Mercury）
木　　星　（Jupiter）

金　、星（Venus）

土　　星　（Saturn）

英　　語

Sunday

Monday

Tuesday

Wednesday

Thursday

Friday

Saturday

ラテン語

Dies　Solis

Dies　Lunal

Dies　Martis

Dies　Mercurii

Dies　Jovis

Dies　Veneris

Dies　Saturni

フランス語

Dimanche

Lundi

Mardi

Mercredi

Jeudi

Vendredi

Samedi

　それで，吾人は，7個日自益が運動したので，六日働V・て（少くとも吾れは

New　Dea1、に先立って働いた）7日目に休息するのである．若し人間が末王星

と海王星と冥王星の三遊星を見る事が出來たとすれば，吾人の一週は7日の代

りに10日と成り，一月は4週間ではなくて，3週間になって居た事と思はれる・
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　族行に封ずる入間の限られた距離と意識は，恒星と太陽と遊星の間に地球が

あるとV・ふ聞違つた考へに導かれた．人間に取っては地球は：雫板なものに見え

艶歌は酔いものと思はれた．叉．地球は恒星と太陽と遊星が廻冠する柄の役目

をして，世界の中心であると考へられたが，自らは運動せすに，室間に固定レ

て居るものと考へられた．

　人間の唯…一の時計としては，太陽で書を知り，星で夜の時刻が繹つた．今日

の密な暦は全然なくて，宗教的な儀式を幌ふ時，年の終りの時，又は穀物を植

える時を知る唯一の方法は，どれか慮るV・星が太陽より約1時間前に昇り，太

陽より1時間に渡するのも見た時刻を注目して居たので南る。之らの現象は，

太陽と殆んど同時に星の出面するものとして，知られた．

　ギリシャ人は，最初に襯測を理論づけたものである，ギリシャ人は。地球と

いふものが圓いものだといふ決論を下した．此の結論は2つの襯測現象から到

達したものである．・例へば，月蝕時に月に投げかける地球の影は，圓の一一部で

あるのにも着付V・た．彼等は，圓い影を投げられる唯一の固腿は球欺である事

を間違ひないものとした．地球が圓V・といふ第2の誰擁は，日k利用されて居

る．帥ち，北に族する時に，北極星は族行の距離に比例して高度を檜すといふ

事實の露見である．又，南に評すると，その蓮が観られる．之丈で地球が圓い

事が本心となる．それで，北極星は距離を測定するのに役立つ論りではなく，

其の高度も亦吾入の位置を測定するに役立つのである．即ち，赤道よりの角距

離が課るからである．

　ギリシャの地理學者エラトステネスEratosthenesは，天文學を章際化する

沁め，多大の獲見と寄與をなした。彼がナイル上流（Upper　Nile）のシエ1ネ

に居った折，それは夏至の日（六月22日）であったが，書の太陽では井戸の壁

の影が全然落ちないのにi氣付いた．之に依って彼は，太陽が其の日シエ1ネで

は天頂にあたるとの試論を下した．叉，夏至の日に，アレキサンドリヤに居た

時，直立柱の投げかける影から，太陽の書の天頂距離は7。であると測定した．

之に基づいて彼は，アキサンドリヤはシエ1ネの北7。にあると推定した．帥ち

ある一ケ所の高度は，…年のどの日にも知られて居る天面上の太陽の位置と共

に正午に於ける太陽の高度叉は天頂距離を観測して算定することができる．

　之らは，航海に何丈學を人間が始めて適用した事であり，叉，それから12世

紀以後の航海者蓮は，激洲海岸に沿って北：方まで航海し，更にアフリカ海岸に

滑って南方迄航海する事を躇虚しなかった．

　次の箪直なる獲見は，星の室に於て，月の月忌運動が：巨大な時計として用ぴ

られる事であった．パリやグリニチの具な所か特別な場所で，月が星の間の位

置の日付乏時間を計算豫報ずると，月の位置を観測し，パリ又はグリニチに於
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ける時を測定する事は，只，航海者に取って大切な事だつた．パリとグリニチ

の時刻と，船の時刻とを比較して，航海者は船の経度を測定した．此の智識を

もつて，中世紀の航海者は，漱洲の港から遠距離に出掛けて行った．コロンブ

スは地球を一って西印度に向ぴ，スペインから西方に出向して，西世界一西

印度を獲察したのである．天文忍者が計算した天文智識と資料とは，地球探陰

に極めて重要なる役目を果して來たし，今尚ほ，それは同じ役目を果して居る．

　今目では，時刻を測定する航海や，急行大陸横断鐵道の疾走は，正確な時を

知らすして不可能事である．家庭に柱時計を具へる事は，今や殆んど不必要で

ある．．蓋．し，あちこちの時計で“正確な時計”を耳にし，或はどの時刻でも，

時には時間の間にも，ラヂオに依って確められるのである．海面から其の正確

なる時刻が駈るかに就いては，如何に多軸の人が報道を聞きつNも知って居る

ことだらう．正確な時は天文壷にある，温度が大V・に支配を受ける地下室に据

付けた特別な柱時計からやって儲るなどとは知って居るものも幽く少く，叉，

理解するものも僅少である．然し，柱時計丈では完全な器械といふものがなV・

ので，正確な時を維持する事は出定ない．正確な．時といふものは，星を槻心し

て求めるめである．地球の自轍こ基づく恒星の見掛け上の日周運動は，吾入の

時といふものの基礎となる．子午線纏過機や，クロノグラフと呼ぶ器械的な工

夫に依って，天文卜者は，ある星が子午線を通過する時に時計で時間を襯測す

る，之に依って，時計を星に依って調節し，正確な時刻を放心するのである．

　維濟的な償金以外に虚血的な償値を有つ，’尚ほ一つの天女學的効果がある．

即ち，吾人が生活する宇宙の本當の性質を嚢朝するといふ知識の進歩である．

望遠鏡を利用する事に依って，何百萬といふ星の銀：河系が各k言詞億といふ星

から成立し，又，境界を自ら室間とし，横がりは現在も膨脹しつN，室間に散

在して，人間の理性以上の距離と容積を有つ宇宙の規則と秩序を人間に示して

呉れ七居る．斯様な智識は，人間の心を高揚する効果を有って居る．数年前の

事であった．リク天文蔓の訪問者によって，一夜次の様な出公事があった．望

遠鏡を取り扱って居る天：文學者は，次の様に一群の訪問者に物語つた．“之か

ら皆さんが御覧にならうとして居られる天福は，ヘルクレス星團です．望遠鏡

では肉眼で全天に見られる程の多藪の星が観られます．国印とする個々の星は

Tっの太陽で，何れも吾が太陽よりも恐らく大きいものです，幾つかの星には

廻現して居る遊星がありませうが，私達の知識では，其の遊星のどれに生物が

佳んでみるか知れません”と．

　此のグル1プの中には，ジカゴから來訪の大無業家が居た．望遠鏡の星團を

見てから，天文二者の方を振り向いて，吹の様な疑問を獲した．帥ち“之等¢）

星は凡ての太陽といふのですか”“さうです”と答へられると，“之らの星は各
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汝等が太陽よりも大きいと申されましたね”“はい，そうです”“之らの幾つか

め太陽を巡る逝星があり，其の上，生物が居るのは可能だと申されましたね”

“はv・，さうです”と天文肇者は答べた．“よく始りました．シカゴ市長に任命

されるやうな人物も大して差異のある人ではなV・んだ1”とは，吐の訪問者の

別れの言葉であった政治に封ずる此の入の興味は減じなかったが，最新の望

遽鏡の接眼鏡を覗いた二三分間より・宇宙に於ける人間の位置と身分に關する

重要なる教訓を學んだのである．（A．S．P．L．78，佐登見切）

　　　　　　　　　天」糧に現れたコベルニク關係記事

天界30號，164頁　E．S．キング：コペルニクの紀念（生誕450年記念の丈）

尋1麟、1騨ア・レフレ1・’　・ノ・・ス・・ペルーク・詩・

■！125號，40：頁

〃　174号涜，　口　糸會

／■221．號，340頁

一／■230號，（249）頁

■■234號，418頁

〃236號，57頁
〃’　255號，　295頁

〃262號，（395、頁

コペルニクの原著出版について
　　　　　　　（“天膿廻轄論”∬著の一頁の嘱眞とその説明）

コペルニクの像（ワノレソ1市に在る記念碑の寓眞）

ドイツでコペルニク祭
　　　　（1939年，ケ＝グスベルクにて行はれた．天界新知識）

コペル；L一クの言葉（“鋸盤廻轄論”第一巻絡論の課）

コペルニク時代の天：文思想断片
　　　　　　　　　（“歳差”に上する意見など．天界新知識）

トルソ記念碑の表題字（雑報）

コペル＝ク全集の刊行計書など（瓢軸

コペルニクは水星を見なかったかア
　　　　　　　　　　　　　（“天測廻轄r《”第5章の一部謬）

海員に熱する報道
　　【入會】　　　糸圏　　茂（尼崎）

奥田　憧一（京都）　×海老原勇夫（束京）

松尾　　孚（東京）　深．見　嘉之（新京）

本多　　恒（東京）　長坂雄二郎（兵庫）

畠瀬　弘子（岡山）　×青木　研甫（神戸）

森本　梅雄（東京）　大野’恒之（廣鳥）

癸生川昭一（宇都宮）伏田　　鵬（山口）

磯村　茂春（東京）　x山内　太一．一（大阪）

高橋　初子（東京）　柏原　中心（兵庫）
才南田　　？台雄（プく阪）　　　吉2甫　　；■（横須賀）

武智　昭夫（愛媛）　　山中　　滴（紳戸）

　【観測部入部】

和田　　傳（大連）

注意＝

谷山　宏文（才都）

x陶山正三郎（富山）

x石風　武入（日立）

劉　保　康（北京）

2薦　？Y｛・【第725音BIS家

軽尾　郁雄（長崎）

竹中忠太鄭（池田）

桑原　：貫一（朝鮮）

浮心　園山（岡山）

松田　安弘（西宮）

石田　正巳（宇部）

　　　（×印は研測部入部を粂ぬ）

村田　　旭（山ロ）　恒岡　美和（姫路）

　（18－4－30締切）

　上原　肚彦（大阪）

　浦洲第516部隊
×大原　豊：和（市川）

長谷川浩作（憩戸）

　川瀬　利明（友京）

．小川　清彦（束京）

×ZF野　耕作（神戸）

飯古　博通（大阪）

塚本　嘉男（布施）

北村　総一（山形）

藤吉　泰男（幅岡）

　　御移轄の節には直ちに（前住所をも摘記して）御通知下さい．観測部の方は其
旨附記して下さい．なほ，山肌・部費等の入金通知ば直接にお閉りします．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東亜天文協會事務局）


